
北九州市地球温暖化対策実行計画の改定について（報告） 

（パブリックコメントの実施結果等） 

 

 北九州市環境審議会に諮問している「北九州市地球温暖化対策実行計画の改定」につ

いて、令和 8 年 6 月～令和 8 年 7 月に市民意見の募集（パブリックコメント）を実施しました

ので、その結果を報告します。 

 

１ 意見募集期間    令和８年６月３日（水）～令和８年７月２日（木） 

 

２ 意見提出状況     

(１)提出者数        １５７名 

(２)提出意見数       ２４５件 

(３)提出された意見の内訳 

項  目 件 数 

「はじめに」に関するもの 2 

第 1 章 「気候変動をとりまく背景」に関するもの 8 

第 2 章「計画の基本的事項」に関するもの 3 

第 3 章「北九州市の現状と将来推計」に関するもの 2 

第 4 章「温室効果ガスの削減目標」に関するもの 13 

第 5 章「２０５０年に目指す脱炭素社会」に関するもの 9 

第 6 章「部門別の緩和策」に関するもの 163 

第 7 章「市役所業務における脱炭素の取組」に関するもの  6 

第 8 章「地域脱炭素化促進事業」に関するもの 3 

第 9 章「世界における脱炭素化への貢献」に関するもの 0 

第 10 章「気候変動への適応」に関するもの 6 

第 11 章「計画の推進」に関するもの 2 

計画全体に関わる意見、その他の意見 28 

合  計 245 

 

 

 

 

 

 



３ 計画への反映状況 

項  目 件 数 

①   計画に掲載済み（一部掲載を含む） 12 

②   計画の追加・修正あり 44 

③-1 計画の追記・修正なし（既に取り組んでいる等） 120 

③-2 計画の追加・修正なし（今後の参考とする等） 67 

④  その他 2 

合  計 245 

 

４ 結果について 

  今回のパブリックコメントの実施にあたり、老若男女問わず、幅広い層からの本計画へ

の意見をいただくため、地元の有識者・産業界・環境衛生連合会などへの情報提供を行っ

た。加えて、特に将来の社会（環境）を担う、若者世代へ意見を伺うため、高校生・大学生

への計画案の説明を実施した。また、回答しやすい環境づくりのため、郵送、持参、FAX、

電子メールによる回答方法に加え、電子申請による意見の募集も実施した。その結果、

様々な視点から、合計で２４５件の意見をいただいた。 

主な意見としては、温室効果ガス排出量の削減目標に関すること、市民が取り組むこと

ができる温暖化対策に関すること、などがあった。 

特に、第６章「部門別の緩和策」に関する意見が最も多く、主な意見（趣旨）としては、「温

暖化対策が重要であることは、理解できるが何ができるかがよくわからない。」、「温暖化対

策に関する企業への支援をどうするか。」などであった。 

また、２０５０年のゼロカーボンシティのイメージ図について、より市民が身近に感じるも

のとなるようご意見をいただいた。 

 

５ 計画の主な修正点  

１ 本編 

（１）「はじめに」に関するもの（P3～4） 

  ・地球温暖化対策には、「緩和」と「適応」を一体的な行動変容が必要であることを強く打

ち出すため、一部、追記した。 

 

（２）第２章「計画の基本的事項」に関するもの（P9～10） 

  ・「２（３）「環境と経済の好循環」の実現」について、より分かりやすくするため説明文を

修正した。 

 

（３）第５章「２０５０年に目指す脱炭素社会」に関するもの（P15～18） 

  ・下段枠中、「電力部門の脱炭素化」と「非電力部門の電化」に関する説明を追記し、よ

り分かりやすくした。 

  ・下段図中、運輸について、必要な取組みに省エネ（エコドライブ等）を追記し、電力、熱、

運輸について、まずは「徹底した省エネ」に取り組む姿勢を示した。 



  ・２０５０年のゼロカーボンシティのイメージについて、より市民が身近に感じられるよう

見直しを行った。 

 

（４）第６章「部門別の緩和策」に関するもの（P19～22） 

  ・各部門の左枠（取組の方向性）及び中枠（主な施策）について、説明文の追記及び表

現の変更を行い、より分かりやすくした。 

 

（５）第１０章「気候変動への適応」に関するもの（P31～36） 

  ・当初、気候変動適応策の取組内容について「第３次気候変動影響評価報告書」に基

づき、７分野としていたが、今年６月に示された国の次期気候変動適応計画の骨子案

において、６分野に整理されていたため、これに倣い、６分野に修正した。 

 

その他、文言の修正・追記等を行い、より分かりやすくした。 

 

２ 資料編 

 いただいたご意見を受け、資料の追加・修正等を実施した。 

   P７  IPCC 第６次評価報告書における SSP シナリオについての解説を追加 

   P９  地球温暖化による影響についての解説を追加 

   P５１ 北九州市が目指す脱炭素社会「北九州モデル」についての解説を追加 

   P５８ 脱炭素につながる新しい豊かな暮らしについての解説を追加 

   P６１ 第三者所有方式による機器の導入についての解説を追加  

 

  その他、文言の修正・追記等を行い、より分かりやすくした。 

  また、用語解説についても、ご意見を踏まえ、追加及び修正等を実施した。 

 


